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＜連絡事項＞
・医療福祉学会　演題募集のお知らせ

2020年度　医療福祉学会を以下の日程で開催致します。開催に際して、各領域から演題を募集致します。抄録の締め切りを以下とさせて頂きますので、提出をお願いします。

開催日：2020年11月3日（火）

場　所：青南病院　高齢者メンタルケア病棟　4F　千葉記念講堂

抄録締め切り：2020年9月15日（火）
＜患者様連絡事項＞
・特になし
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。特定患者様とのトラブルあり、介入要している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後1時間の開放観察実施。開放観察中、他室侵入や他患者様の私物弄りが頻回であり、早々に開放観察終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離中(20時～6時)。時間隔離変更後より、飲水量増多しており、飲水欲求自制できていない。体重も増加傾向である。スタッフ介入すると不機嫌さを露わにされる。支離滅裂、言語の連合弛緩みられている。介護スタッフに対し、高圧的態度を示すことがあるものの、トラブルはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
　　　　　　　　
＜要注目患者様情報＞
・山田 晃大様～自閉症スペクトラム障害疑いで昨日入院。対面時穏やかであり、問題行動もなく、拒食・拒薬もない。
・飯岡　未来様～朝食・昼食共に拒食であるが、発語は頻回に聞かれるようになってきている。点滴トラブルなし。
・工藤　禮子様～バイタルサインの異常なく、摂取量も2/3程度であるが、飲水要求頻回である。一日の水分摂取量を500ml以内で管理している。来週までに体重3kg減少を目指す。
・笹川　清様～バイタルサインの異常なし。経過観察。
・飯岡　裕子様～バイタルサインの異常なく、フェイススケール「3～4」で経過している。食事摂取量低下してきており、活気の無さも見られている。
・木村　格治様～高圧的態度なく、食事も各食全量摂取。腹部症状の訴え無く、穏やかに経過。
・木村　茂様～突然に怒りだすこともあるもの、スタッフ対面時穏やかである。朝食は1/3摂取されている。点滴トラブルなし。
・鎌田　隆子様～帰宅要求訴えることもなく、穏やかである。
・鈴木　徳美様～両踵部・右大腿後部に褥瘡病変みられている。ポジションにより除圧を図っている。
＜入院患者様情報＞
日時：R2.6.20　11：06

　　氏名：中村　寿昭（なかむら　としあき）様

　　生年月日：昭和62年10月25日（32）

　　病名：.強迫性障害

　　性別：男性

　　主治医：田名部Dr

　　入院形態：任意入院

　　病棟：東病棟Bユニット

　

(経過）
H23年からH29年の間に当院へ4回の入院歴がある。前回の退院後からは当院への通院治療と訪問看護(五福)を利用している。
　H29.4.1退院後は生活訓練施設「青山荘」へ入所し、当院への通院を継続していた。H31年3月にアパートへ転居し、就労継続支援A型事業所での就労を開始。当院への通院と訪問看護「五福」の利用も継続していた。就労先では、他利用者の言動に対して過敏に反応し易怒的となることや抑うつ感や希死念慮が出現することが時折見られていたが、他は落ち着いて過ごす事が出来ていた。令和2年6月18日に職場で他利用者とのトラブルがあり、抑うつ感や希死念慮、、自身の顔を叩くなどの自傷行為、落ち着きのなさが出現。計画相談より家族に様子観察のために実家に帰省することを提案し、6月18日に帰省。同年6月19日の夜間帯に突然、「川に飛び込む」等と話し橋に向かっていくことや墓所に行く等の様子があり家族より当院へ連絡が入っていた。令和2年6月20日当院受診。「自分が居なくなればいい」「どうすればいいか分からない」等と話し、抑うつ感や希死念慮、落ち着きのなさが見られていた。休息目的にて入院加療を勧めたところ、本人同意したことから同日当院5回目の任意入院となる。 　　

＜措置入院患者様情報＞

・藤井　崇史様～措置入院の解除について、安ヶ平Dr.から家族に宛てた手紙を預かり、PSWより郵送を行っているが、今のところ家族からは何も返答がない。軽躁状態の気分高揚と鎮静を繰り返している状態であり、薬剤調整中。特定の他者が挑発行動をしてくる為、それに対し粗暴的に応酬することがあり、スタッフ介入している。
